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発行予定：月１回程度（毎月20日頃）
サポーターの皆様からの情報もお待ちしております。
連絡先：鹿児島県農政部農政課企画調整係
電話：099-286-3194 メール：syokuiku-tisan@pref.kagoshima.lg.jp

鹿児島のお茶と，お茶を使ったスイーツが大集合するマル
シェがアミュ広場で開催されます♡
また，お茶農家による「一杯のお茶に込められた想いとも

のがたり」で勝敗を競う「かごしま茶グランプリ」では，皆
様の参加（400円）による１票を待っています。
ぜひ，この機会においしい「かごしま茶」とお茶農家の想

いに触れてみませんか。お待ちしています。

イベント情報更新中!!

ＡＭＵ館内では

１１月１８日から

POPUPストア

実施中!!

かごしまお茶マルシェ2022

担当課：農産園芸課

＜日時＞

11月25日（金）

11月26日（土）

10：00～18：00
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魚食普及活動～県内小中学校等での出前授業～

県では，将来を担う子供たちに対し魚に対する理解と魚食の普及を図るため，県内の
小中学校等での出前授業や魚料理教室等の取組を支援しています。

今回は，鹿児島市中央卸売市場魚類市場の仲卸等の関係者で構成される“いお・かご
しま”魚食普及拡大推進協議会が実施する出前授業を紹介します。
出前授業では，「見る」「聞く」「触る」を子供たちに体験してもらいながら，県産魚への理
解と魚のおいしさ等について学んでもらいます。

発行予定：月１回程度（毎月20日頃）
サポーターの皆様からの情報もお待ちしております。
連絡先：鹿児島県農政部農政課企画調整係
電話：099-286-3194 メール：syokuiku-tisan@pref.kagoshima.lg.jp

① 鹿児島市魚類市場の解説
魚のプロが市場から私たち消費
者に魚が届くまでの流れを解説。

② 魚触体験
実際に県産魚に触れる機会を設
け，興味・関心を持ってもらいます。

③ 県産魚の名前当てクイズ
実際に触れた県産魚の名前当て
クイズを行い，県産魚に対する知識
を深めます。

④ 県産魚の解体ショー
実際に触って学んだ県産魚をプロ
の料理人が捌き，迫力ある解体ショ
ーを楽しんでもらいます。

“いお・かごしま”魚食普及拡大推進協議会の公式Ｉｎｓｔａｇｒａｍにて
魚料理教室やその他活動，鹿児島市魚類市場に入荷された旬の県産魚等，
随時紹介しておりますので，是非ご覧になってください。
https://www.instagram.com/io_kagoshima

担当課：水産振興課 担当課：農政課

平成25年ユネスコの無形文化遺産に登録された「和食：
日本人の伝統的な食文化」は，「自然を尊重する」という
日本人のこころに基づいた食習慣です。

11 月 24日 和食の日
一人ひとりが和食文化への理解を深め、大切さを再認識

するきっかけとなるよう、(一社)和食文化国民会議によっ
て、11月24日が(いいにほんしょく)「和食」の日に制定さ
れています。

多様で新鮮な食材と
その持ち味の尊重

自然の美しさや
季節のうつろいの表現

正月など年中行事との
密接なかかわり

地域に根ざした多様な食材が用いら
れ，素材の味わいを生かす調理技術
等が発達しています。

○和食の形である主食・主菜・副菜を基本とした「一汁三菜」は多様な食材
の組み合わせにより，複数の栄養をバランス良くとることができます。
○和食の基本の「だし」のうま味を活用することで，動物性脂肪の少ない食
事を実現できます。
○「だし」のうまみは他の味を引き立てるので減塩にもつながります。

は

この機会に，県産食材や郷土料理を味わい，米を
中心とした日本型食生活について考えてみませんか。

一汁三菜を基本とする食生活でバラ
ンスをとり，出汁のうまみや発酵食品

を利用しています。

季節の花や葉など自然の美しさや
四季の移ろいを表現しています。

自然の恵みである「食」を分け合い，
食の時間を共にし，家族や地域の絆
を深めています。

健康的な食生活を
支える栄養バランス

和食の特徴

農林水産省ＨＰより抜粋：https://www.maff.go.jp/j/keikaku/syokubunka/culture/


